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WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:10000-1:20000

60kDa

FOXJ1
FOXJ1; FKHL13; HFH4; Forkhead box protein J1; Forkhead-related protein FKHL13;
Hepatocyte nuclear factor 3 forkhead homolog 4; HFH-4
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、フォークヘッド転写因子ファミリーのメンバーをコードしています。ゼブラフィッシュとマウスの類似遺伝子は、運動性繊毛の産生を制御する遺伝子の転写を制御することが示されています。マウスの相同遺伝子は、左右非対称性の決定にも関与しています。この遺伝子の多型は、全身性エリテマトーデスおよびアレルギー性鼻炎と関連しています。[RefSeq提供、2009年9月]、発達段階：発達中の肺、腎臓、中枢神経系で発現します。、疾患：FOXJ1の遺伝子変異は、アレルギー性鼻炎（ALRH）の感受性と関連している可能性があります[MIM:607154]。アレルギー性鼻炎は、複雑な遺伝性の一般的な疾患であり、アレルゲンへの曝露によって引き起こされる粘膜炎症を特徴とします。,機能:肺の発達中の細胞運命決定および精子形成において重要な役割を果たす可能性があります。,類似性:1つのフォークヘッドDNA結合ドメインを含みます。,組織特異性:精巣、卵管、肺、および脳皮質。,
	研究分野
	-
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	FOXJ1抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	FoxJ1 ポリクローナル抗体を使用した LOVO 細胞のウェスタン ブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

